ジェルメーヌ・ティヨンとネウス・カタラー : 20 世紀を生きた二人の女性たち by 砂山 充子








  2008 年 4 月 19 日、民族学者、人類学者にしてレジスタンス闘士だったフランス人女性が 100
歳でこの世を去った。ジェルメーヌ・ティヨン（Germaine Tillion, 1907-2008）である。前年
の 5 月、彼女の 100 歳の誕生日に際して、当時のフランス大統領ニコラ・サルコジはお祝いの
書簡を送り、彼女の生きた 20 世紀を「ティヨンの世紀」と呼んでその人生の功績をたたえた。
ティヨンはレジスタンスに参加し逮捕拘禁されるまでは、フランス国立科学研究センター





 ジェルメーヌ・ティヨンは 1943 年 8 月 1 日に他の 57 名の女性とともに、ナチドイツがベル








                                                          
1 そのうち 1 名はジェルメーヌと同じラーフェンスブリュック収容所に収容されていたジェヌヴィエー
ヴ・ド=ゴール（Geneviève De=Gaulle Anthonioz, 1920-2002）だった。ジェヌヴィエーヴはシャルル・
ド=ゴールの姪にあたる。 
2 Simone Veil 政治家で妊娠中絶を合法化するなど、女性の地位向上に尽力した。 
3 TERUEL, Ana: ”Las francesas piden su sitio en el Panteón”, El País, 10-Oct.-2013. 




ペイン人女性亡命者」『専修大学人文科学年報』44 号、2014 年、33〜63 頁を参照されたい。 
















 ネウス・カタラーは 1915 年 10 月 15 日、カタルーニャのエルス・ギアメッツ（Els Guiamets）
の農家に生まれる。エルス・ギアメッツはワインの産地として有名なプリオラートにある。父
親はブドウを栽培しながら床屋もやっていた。ネウスはカタルーニャ共産党の青年部 JSUC 
(Juventuts Socialistes Unificades de Catalunya)8 に参加し、スペイン内戦が始まるとバルセ
ローナに行き、看護師の資格をとる。共和国陣営の拠点の一つ、バルセローナが陥落すると、
面倒を見ていた孤児院の約 180 名の子供たちを連れてピレネーを越えた。 
 ネウスはフランスでは対独レジスタンスに参加した。1942 年 12 月、レジスタンス仲間でフ
ランス人のアルベール・ロジャーと結婚する。彼らは結婚式の証人として家に来た仲間たちと





                                                          
6 これはホライシェン収容所での番号。 
7 ARMENGOU, Montse, BELIS, Ricard: Ravensbrück El infierno de las mujeres, Barcelona, Belacqua, 
2008, p.59. 
8 1936 年 4 月 12 日に組織されたカタルーニャの共産党系の青年組織 
9 ARMENGOU, BELIS, op. cit.: p62. 
10 Ibid, p.63. 





27000 輸送部隊というグループで、フランスから約 1000 名の女性たちと一緒に移送された。
27000 輸送部隊とは 27000 番台の収容者番号を与えられた女性たちである。ネウスのラーフェ






















                                                          
11 Ibid., p.64. 
12 Ibid., p.67. 
13 LANCKORONSKA, Karolina: Michelangelo in Ravensbrück: One Women’s War against the Nazis, 
Cambridge, Da Capo Press, 2007.に詳しい。 
14 REID, Donald: ”Available in Hell: Germaine Tillion’s Operetta of Resistance at Ravensbrück”, 
French Politics, Culture & Society, Berghahan Books, Vol,25, No.2, Summer 2007, p.145. 




 ジェルメーヌ・ティヨンは 1907 年 5 月 30 日、フランスのオート・ロワーヌ県アレグレで生
まれる。治安判事で著述家だった父親が 1925 年 3 月死去すると、母親のエミリーがガイドブッ
クの編集者として働きながら家族の生活を支えた。ジェルメーヌは心理学、考古学、美術史な
どを学んでから、マルセル・モースに傾倒し、民族学を専攻する。1934 年奨学金を得て、アル
ジェリア南部のオーレス山地での調査に向かう。1940 年まで 4 度にわたり、オーレス山地で
ベルベル人の家族関係の詳細な調査をし、博士論文執筆にむけてフィールドワークを行なって
いた。以降、ジェルメーヌは生涯を通じてアルジェリアとかかわっていくことになる。 
 1940 年 6 月からは「人類博物館」というレジスタンスグループの一員として、活動を始め
る。「人類博物館」グループは最も早くに活動を始めたレジスタンスグループの一つであった。
1942 年から国立科学研究センター研究員となるが、ある司祭の密告により、1942 年 8 月 13
日にゲシュタポに逮捕され、1945 年 4 月 23 日に解放されるまで、刑務所と強制収容所で過ご












 ラーフェンブスリュックに収容されて約 1 年後の 1944 年に、ナチの戦利品の荷下ろしと仕
分け業務にあたっていた彼女は、荷造り用の大きなケースに身を潜めて一つのオペレッタを書
                                                          
15 ROIG, Montserrat: “Mujeres en campos nazis”, Vindicación Feminista, Núm.11, 1 de mayo de 1977, 
p.21. 
16 ARMENGOU, BELIS; op. cit., p.72. 
17 ジェルメーヌ・ティヨン著、ツヴェタン・トドロフ編『ジェルメーヌ・ティヨン』法政大学出版局、2012
年、352 頁。 























 ネネット  私にはどうでもいいわ….。私、近代的設備を完備した模範的な収容所に行くの。
水、ガス、電気….。  




                                                          
18 リードはこの作品を 1 番目もしくは 4 番目の「ラーフェンスブリュック」と呼んでいる。REID, Donald: 
“Available in Hell Germaine Tillion’s Operetta of Resistance at Ravensbrück”, French Politics, Culture 
& Society, Vol.25, No.2, Summer 2007, p.142.  
19 ジェルメーヌ・ティヨン著、ツヴェタン・トドロフ編『ジェルメーヌ・ティヨン』法政大学出版局、2012
年、204 頁。当該箇所は 1988 年にティヨンが執筆した『ラーフェンスブリュック』から取られている。 
20 TILLION, Germaine: 1975, p.163. 
21 ツヴェタン・トドロフ『悪の記憶・善の誘惑』法政大学出版局、2012 年、414 頁。 
22 ジェルメーヌ・ティヨン著、ツヴェタン・トドロフ編前掲書、205 頁。 
23 ツヴェタン・トドロフ、前掲書、415 頁。 




２ 解放後  
 





 フランスに帰国したのは 1945 年 7 月 10 日である。ジェルメーヌは元収容者でただひとり、
ラーフェンブスリュック裁判を最初から最後まで傍聴する。1946 年 12 月にはハンブルクで行










査のために、1954 年 12 月から 1955 年 3 月アメリカにも行った。 




                                                          
24 RICE, Alison: ”A Conversation with Germaine Tillion”, Research in African Literatures, Vol.35, No.1, 
Spring, 2004, p.166. 
25 ジェルメーヌ・ティヨン著、ツヴェタン・トドロフ編『ジェルメーヌ・ティヨン』法政大学出版局、2012
年、193〜194 頁。 
26 前掲書 248〜249 頁。 
27 TILLION, Germaine: 1975, p179. 
28 Ibid., pp.179-189. 
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備教育等を提供）を提案した。これ以降、ジェルメーヌはアルジェリアと強制収容所という二
つの課題を抱えながら研究を進めていく。さらに 1962 年からは地中海世界の家族、社会、経
済構造の分析にも取り組み、その成果は 1966 年に『ハーレムとイトコ』29 という著作としてま
とめられる。 























                                                          
29 翻訳はジェルメーヌ・ティヨン著、宮治美江子訳『イトコたちの共和国 地中海社会の親族関係と女性
の抑圧』みすず書房、2012 年として出版されている。 
30 CATALÀ, Neus: De la resisitencia a la deportación, Barcelona, Sirocco, 1986, p.64. 
31 ARMENGOU, BELIS: op. cit., p.65. 
32 Ibid., p.76. 
33 Ibid., p.78. 
34 ARMENGOU, BELIS, op.cit., p.75. 











象となった 4 名のポーランド人女性たちが撮影したものだった。 
 ジェルメーヌはフランスに帰国すると、すぐに後にラーフェンスブリュックについての著作
の執筆に取りかかった。『ラーフェンスブリュック』には 3 つの版（それぞれ 1946 年、1973
年、1988 年に刊行）がある。ヴィダル・ナケはこれらを「3 つのラーフェンスブリュック」と
呼んでいる38。 
 1945 年 4 月にラーフェンブスリュックから出て間もなくの 7 月に「真実を求めて」という
文章を執筆する。この文章は 1946 年に「カイエ・デュ・ローヌ」の特別号に『ラーフェンブ
スリュック』として出版された39。これが第一の『ラーフェンスブリュック』である。 
 二番目の『ラーフェンスブリュック』は 1973 年に発表された。筆者が参照した英語版は、




ルメーヌはこうした情報を料理レシピの形で書き留めていた。パート 2 は 1947 年から 1953
年の間に書かれたもので、彼女自身が「歴史の研究」と呼称している40 部分である。パート 1
が基本的に彼女が収集した情報だったのに対して、ここでは記録された文書を参照している。
                                                          
35 Ibid., p79. 
36 アラン・レネ監督のナチのユダヤ人虐殺を扱ったドキュメンタリー映画。ジェルメーヌ・ティヨンはこ
の映画のアドバイザーを務めている。 
37 MARTÍ, Carmen: Cenizas en el cielo, Roca, Barcelona, 2012, p.292. 
38 VIDAL-NAQUET, Pierre: ”Reflexions on Three Ravensbrück”, The South Atlantic Quarterly, Duke 
University Press, 96:4, Fall, 1997. pp.881-894.  
39 TILLlON, Germaine, ”À la recherche de la vérite” in Ravensbrück, Neuchâtel, Cahiers du Rhone, 
1946, pp.11-88.  
40 TILLION, Germaine, Ravensbrück, 1975, p.viii. 
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パート 2 には 1944 年 1 月 30 日にコンピエーニュを出発して 2 月 3 日にラーフェンブスリュッ
クに到着した一団についての一章がある41。彼女は元収容者についての資料を探す過程で、29
ページに及ぶ 27000 輸送集団についてのデータを入手することができた。ジェルメーヌは
27000 輸送集団と呼ばれる 959 名の一団についての詳細な分析をしている42。27000 輸送集団
とは収容所囚人番号が 27000 番台の人たちを移送した集団で、27000 輸送集団には、ネウスを
はじめとして、少なくとも 14 名のスペイン人女性が含まれていたことがわかっている43。「い
















ルヴィナイ（Anise Postel-Vinay）とピエール・セルジュ・シュモフ（Pierre Serge Choumoff ）
                                                          








44 註 28 を参照。 
45 WORMSER-MIGOT, Olga: Le Système Concentrationnaire Nazi, Presses Universitaires de France, 
1968. 
46 TILLION, Germaine: 1975, pp.211-215. 
47 ツヴェタン・トドロフ、前掲書 427 頁。 
48 同上書、427 頁。 
















クだった。カトリックのレジスタンスに参加した罪で、1941 年 2 月 4 日にゲシュタポに逮捕






  シャルル・ドゴールの姪のジェヌヴィエーヴ52 はネウスやジェルメーヌの母親と同じ 27000




                                                          
49 筆者は未見。 
50 ジェルメーヌ・ティヨン著、ツヴェタン・トドロフ編 前掲書 8 頁 
51 HERBARMANN, Nanda: The Blessed Abyss, Wayne State University Press, 2000, p.13. 
52 彼女については ÁLVAREZ de EULATE GONZÁLEZ, Eva: Deportada 27372 en Ravenbrück La 
traversée de la nuit de Geneviève de Gaulle Anthonioz, Valladolid, Universidad de Valladolid, 2010 を
参照。同書は彼女の回想録 La travesée de la nuit を分析したものである。この回想録の英語への翻訳版が
De GAULLE ANTHONIOZ, Geneviève: The dawn of hope: A memoir of Ravensbrück, New York, 
Archade Publishing, 1999. として出版されている。 



























                                                          
53 ジェルメーヌの母親のエミリーは白髪だったため、高齢で労働に不適格と判断されガス室送りになった。
収容者のなかには、靴墨で髪を塗っていた人たちもいた。 
54 TILLION, Germaine, 1975, p.xxii. 
55 RICE, Alison: op. cit., p.166. 
56 MARTÍ, op. cit., pp.306-308. 
57 ROIG, 1978, p.8. 
58 ROIG, Montserrat, Els catalans als camps nazis, Barcelona, Edicions 62, 1977. スペイン語版は 1978
年に刊行された。ROIG, Monteserrat: Noche y Niebla: Los catalanes en ls campos nazis（夜と霧：ナチ
収容所のカタルーニャ人）, Barcelona, Ediciones Península, 1978. 




セローナの出版社から『レジスタンスと強制収容について：スペイン人女性の 50 の証言（De la 








しなかった。スペインで 2007 年に「歴史記憶法」62 が制定されて以降、状況は変化してきたが、
当初はそうではなかった。 









 ネウスは 60 歳の誕生日に家族に本を書きたいと告白をする。伴侶のフェリスは、今さら過
去を振り返って辛い思いをすることはないと反対する。しかし、ネウスの決意は固かった。ネ
ウスは語る。「ダンテは地獄を書きました。でも、彼はラーフェンスブリュックも、マウトハウ
                                                          
59 このインタビューは以下のスペイン国営放送のページで視聴することができる。Para toda la 2 video: 
Neus Català, http://www.rtve.es/alacarta/videos/para-todos-la-2/para-todos-2-video-neus-catala/1535393/ 
（アクセス日 2013 年 6 月 10 日） 
60 Relación de mujeres españolas pertenecientes a la Resistencia en Francia ではそうしたケースも数
件みられる。 
61 CATALÀ, Neus: De la resistencia y la deportación 50 testimonios de mujeres españolas, Barcelona, 
Adgena, 1984. 2000 年には Península 社から再版が出ている。 
62 「歴史の記憶法」とはスペイン内戦とその後のフランコ体制下で迫害された人々の名誉回復を目指す法律。 
63 ARMENGOU, BELIS: op. cit., p.61. 

















 ネウスが 2003 年に訪問した時には、ネオナチと遭遇し、近くのフリュステンブルクの街で
は、何件かの飲食店で入店を拒否されるという状況にも遭遇した69。2005 年には解放 60 周年
を記念して、ネウスはラーフェンスブリュックを再訪した。この模様はカタルーニャのテレビ
局によってドキュメンタリーとして記録された。この訪問を契機として「ラーフェンスブリュッ
ク抑留者協会」（La Amical de Ravensbrück）のスペイン支部が結成された。ネウスは現在同
協会の名誉会長を務めている。スペインでは 1962 年に「マウトハウゼン70 及びその他の収容
所 抑留者及びあらゆるナチズムの犠牲者協会」（La Amical de Mauthausen y otros campos y 
de todas las víctimas del nazismo）71 が組織され、ラーフェンスブリュックに収容されていた
人々も同組織で活動をしていた。2009 年 5 月 20 日にはバルセローナ市役所とラーフェンスブ
リュック抑留者協会の間で協定が結ばれ、記憶を風化させずに、スペイン内戦や対独レジスタ
                                                          
64 Ibid., p.72. 
65 Ibid., p.73. 
66 Ibid., p.73. 
67 Ibid., p80 
68 MARTÍ, op. cit., pp.297-298. 
69 ARMENGOU, BELIS, op. cit., p59. 
70 マウトハウゼンは現在のオーストリア領にある強制収容所であり、多くのスペイン人が収容されたこと
で知られている。 
71 2005 年 5 月にマウトハウゼン抑留者協会の会長を務めていたエンリケ・マルコが実は収容者ではなかっ
たという事実が判明し、歴史修正主義者たちから非難の的となっている。 






















                                                          
72 スサーナ・コスカは内戦からフランコ時代までの時代に自由と反ファシズムのために戦った 7 名の女性
を取り上げてドキュメンタリー映画「戦争を生きる女性（Mujeres en pie de Guerra）」を作った。ネウス
もこの映画の出演者の一人であり、みずからの体験を語っている。 
73 カタルーニャ自治州政府が 1981 年から行っている表彰制度で個人、団体が表彰対象となっている。 
74 カタルーニャの新聞、El Periodico de Catalunya が 2000 年以来表彰している。 
75 Martí, Carme, Cel de plom, Ara Llibres, Barcelona, 2012. スペイン語版は Cenizas en el Cielo, Roca, 
Barcelona, 2012. カタルーニャ語のタイトルは『鉛の空』、スペイン語版は『空の遺灰』となっている。 
76 LLAVINA, Jordi, MARTÍ, Carme, CARRERAS, Albert, et.al. (entrevistadores), “L’ocell vol morir al 
niu. Auan em vegeu morir, porteu-me als Guiamets!”, en Cròniques rurals: el testimoni de vint 
personalitats del nostre país den la seva relació amb el camp I l’entor rural, Barcino, Museu Vida 
Rural, 2011. 
77 http://www.elperiodico.com/es/noticias/sant-jordi/carme-marti-jovencita-neus-era-una-mujer-con-caracter- 
2368374 Carme Martí: "De jovencita, Neus ya era una mujer con carácter" el periódico.com 2013 年 4
月 20 日、2013 年 10 月 15 日アクセス 
78 MARTÍ, Carme: 2012, p347. 
79 ラジオ番組での発言 2012 年 4 月 24 日放送。以下の URL で聴取可能。 
http://www.rtve.es/alacarta/audios/en-dias-como-hoy/dias-como-hoy-cenizas-cielo-vivencias-superviviente
-ravensbruck/1385003/ 
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どを受けている。2004 年 11 月に友人たちによって、ジェルメーヌ・ティヨン協会が設立され
た。彼女の著作の管理や彼女についての講演会、展示会などを行なっている80。現在、この協
会の会長を務めているのは、ティヨンについての著作もあるツヴェタン・トドロフである。 
 彼女が収容所で書いたオペレッタ「地獄の待機要員」は、彼女の 100 歳の記念行事として、
2007 年にパリのシャトレ劇場で初上演された81。収容所で楽しんでいたと誤解されるのを危惧
していたため、ジェルメーヌは長い間、この作品を公にするのを拒否していた。出版されたの
は 2005 年のことである。 





















                                                          




ブーバー・ノイマンは BUBER-NEUMANN, Margarete: Under Two dictators, London, Pimlico, 2008.
で自らの収容経験を綴るとともに、スターリニズムの問題点も指摘している。 










 ジェルメーヌの著作『ラーフェンブスリュック』には 3 つのヴァージョンがあるが、ネウス・
カタラーの著作『レジスタンスと強制収容について：スペイン人女性の 50 の証言』にも 2 つ
















                                                          
83 RICE, Alison: op. cit., p.169. 
84 アニエス・アンベール『レジスタンス女性の手記』東林書房、2012 年所収のブランによる解説。319 頁。 
85 CATALÀ, Neus: De la resistencia y la derpotación, Barcelona, Adgena, 1984. 
86 CATALÀ, Neus: De la resistencia y la deportación, Barcelona, Península, 2000. 
87 “Neus Català: Fuimos las olvidadas entre los olvidados”, El Periódico, 13 de abril de 2013 
88 MARTÍ, Carme: Las cenizas en el cielo, p.342 
― 17 ― 
本稿は 2011 年度専修大学研究助成「スペイン内戦と亡命」の成果の一部である。 
本研究は科研費基盤研究 C 24520841 の助成を受けたものです。 
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シップ教育―グローバル時代の国民/市民形成』東信堂 2007 年 
（2）武藤孝典他「Ⅳ．イギリスの学校における社会性の教育と市民性の教育の発展」武藤孝典・新井浅
浩編著『ヨーロッパの学校における市民的社会性教育の発展―フランス・ドイツ・イギリス―』2007




（4）総務省「常時啓発事業のあり方等研究会（最終報告書）」平成 23 年 12 月 
（5）若月秀夫編著『品川発「市民科」で変わる道徳教育―なぜ、あたり前のことができなくなったのか』
教育開発研究所 2009 年 
（6）刈谷剛彦他『杉並区「和田中」の学校改革―検証地方分権化時代の教育改革』岩波ブックレット
No.738 2008 年 
（7）水山光春「日本におけるシティズンシップ教育実践の動向と課題」『京都教育大学教育実践紀要』
第 10 号 2010 年 24 頁。御茶ノ水女子大付属小学校「平成 20 年度研究開発実施報告書（要約）」 
（8）小玉重夫『シティズンシップ教育の思想』白澤社 2003 年 173 頁。この他、高校教師の経験か
ら、日本の政治教育の問題点を指摘したものとして、高元厚憲『高校生と政治教育』同成社 2004 年 
（9）園田雅春「第 6 章 シティズンシップと学校教育」中山あおい他『シティズンシップへの教育』新
曜社 2010 年 155 頁以下参照。 
 
 
















この提言を受け、神奈川県教委は、2006 年 12 月に深沢高校、相模原高校、横浜平沼高校、
厚木高校、相模原総合高校の 5 校で構成するシチズンシップ教育推進のためのカリキュラム開
発を行う「シチズンシップ教育に関する研究会」を設置し、シチズンシップ教育についての研
究が本格的に開始する。ここではとくに、2007 年 7 月の参議院議員通常選挙に合わせて試験
的に実施される模擬投票の方策が検討された（2）。 
一方、県教委は、文部科学省「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議」に
よる「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」（2004 年 1 月 28 日）
を受け、「かながわキャリア教育実践推進プラン－県立高校におけるキャリア教育の取組－」を
策定し、2005 年度から 2007 年度までの 3 年間、県立高校でキャリア教育推進事業の取り組む
ことを決定する（3）。さらに県教委は、2007 年 3 月に 2008 年度から全県立高校でのキャリア












どが取り組まれた（5）。神奈川県では、1999 年 11 月に「県立高校改革推進新計画」を策定し高


















したこと、また 2010 年 7 月に全県立高校で模擬投票を実施し、2011 年度からシチズンシップ
教育を本格実施することを発表した。 
























年度研究）」平成 24 年 3 月 94 頁 
（2）同上 84 頁 
（3）同 82-84 頁 
（4）神奈川県教育委員会教育局教育指導部高校教育企画課「かながわキャリア教育実践ハンドブック―
平成 20 年度からの全県立高校における展開に向けて―」平成 19 年 4 月 17 頁 
（5）神奈川県立総合教育センターホームページ http//www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/ 
（6）前掲注(1)86 頁 
（7）同上 85 頁 
（8）同 87 頁 




（10）同 90 頁 
（11）神奈川県教育委員会教育局教育指導部高校教育企画課「シチズンシップ教育 指導用参考資料」
平成 23 年 2 月 1 頁 





されたものであった。中でも 2007 年 7 月に試験的に実施され、その後 2010 年から参議院議








1982 年に大学卒業後、政治家を目指して松下政経塾に入る。その後、塾生のまま 1984 年に
アメリカ合衆国に渡り、ワシントン DC で連邦下院議員のスタッフとして活動する。1885 年に
はメリーランド州司法長官のスタッフとして活動するとともに、米国の地方自治について研究
する（1）。帰国後、1987 年 4 月に行われた神奈川県議会議員に 29 歳で立候補し議員として初当
選を果たす。1993 年には神奈川 2 区より衆議院議員に立候補当選し、その後、衆議院議員を 3
期務める。そして 2003 年に神奈川県知事に立候補して当選する。2007 年に神奈川県知事に再
任され 2 期目に入る。2011 年 3 月東京都知事への立候補を表明するも、当時の石原都知事の









職選挙における投票率が年々下がり続けている。2012 年 12 月の衆議院議員総選挙では投票率
が 59.32％、特に 20 代の投票率が 37.89％である。自分が当選した 2013 年 7 月の参議院議員
通常選挙の投票率は 52.61％で、20 代の投票率が 33.37％にとどまり、平成に入ってからの参
議院議員通常選挙でも 20 代の投票率は常に 30％台と低いままである。地方選挙はさらに酷く、
例えば川崎市長選挙はこれまでおおよそ 36％台であったが、2013 年 10 月の選挙は投票率が約




















まずコスタリカの例を挙げ、4 年に 1 度の大統領選挙では、常に 70％から 80％の高い投票











































連邦議員選挙』中公新書 1986 年 
（2）松沢しげふみ公式サイト http://www.matuzawa.com/profile/background.html 
（3）参議院第 185 回文教委員会議事録（2013 年 11 月 23 日）1-2 頁 
（4）同上 2-3 頁 
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議員となり、神奈川県の抱える問題点や県の将来像について話し合う。県内の高校生の代表、
主に生徒会代表が参加する。2010 年度は、県立高校生 80 名、横浜市立高校生 6 名、私立高校




















れる。全配当時間は 4 時間である。具体的には、以下のようである。第 1 時に事前学習として、
政治参加の意義、議会制民主主義、議会の仕組みを学習、第 2 時に議案の作成、委員会採択の
ロールプレイのためのシナリオ作成、第 3時に模擬委員会でのロールプレイ、模擬本議会の準備、





平成 20 年度からの全県立高校における展開に向けて―」平成 19 年 4 月 18 頁 
（2）神奈川県教育委員会教育局教育指導部高校教育企画課「シチズンシップ教育 指導用参考資料」平
― 31 ― 
成 23 年 2 月 1 頁 
（3）神奈川県立総合教育センター「＜高等学校＞かながわシチズンシップ教育ガイドブック（平成 23
年度研究）」平成 24 年 3 月 85 頁 
（4）前掲注(2)2 頁 
（5）同上 
（6）同 7 頁 
（7）同 
（8）同 11 頁 
（9）同 35 頁 
（10）同 34-35 頁 
（11）同 30 頁 
（12）川口栄一「神奈川県立湘南台高等学校・良き市民としての自己実現に向けたシチズンシップ教育

















◇「現代社会」における模擬投票の単元構成（全 4 時間） 
・第 1 時…日本の選挙制度と投票の意義、選挙に関する基本原則 
・第 2 時…政党政治、投票率の低下 
・第 3 時…各政党及び候補者の資料収集・分析・まとめ・討議、模擬投票実施上の諸注意 
＊模擬投票 
・第 4 時…模擬投票と実際の投票結果の比較、投票後の自分の意識の変化確認 
上記のように、単元は 4 時間配当で、間に模擬投票が入る。事前学習 3 時間、模擬投票、事

























模擬投票は、これまで参議院議員通常選挙に合わせて 3 回実施された。第 1 回は、2007 年 7
月の選挙に合わせた模擬投票である。これは全県立高校に導入する前に試験的に実施されたも
ので、シチズンシップ実践研究校 4 校で実施された。2 回目は、2010 年 7 月の選挙に合わせて
実施された。これは全県立高校で実施された最初の模擬投票である。これ以降、全県立高校で
実施され、3 回目は 2013 年 7 月の選挙の際に実施された。 
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③模擬投票の方法 
模擬投票は、次のように行われる。2006 年 12 月に発足した神奈川県「シチズンシップ教育















の中で Q&A 形式で示されている。先に触れたように、第 1 回模擬投票の際に示された「留意











































































て実施するため、3 年に 1 度と極めて限られたものになってしまう。これでは 3 年に 1 度の単
なるイベントになる恐れもある。こうした状況をなくすためには、統一地方選挙の活用も検討
すべきである。統一地方選挙は、4 年に 1 度、多くは閏年の前年に実施される。全国の地方公
共団体の長及び議会議員の選挙の日程を統一して行われることから統一地方選挙と呼ばれる。
― 36 ― 






 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
参院 
（7 月） 
◎   ◎   ◎   ◎   ◎ 
知事・議会 
（4 月） 
●    ●    ●    ● 
市議会議員 
（4 月） 
○    ○    ○    ○ 
市長 
（8 月） 




今後の直近の選挙では、神奈川県知事選挙が 2015 年 4 月 22 日、神奈川県議会議員選挙と横
浜市議会議員選挙 2015 年 4 月 29 日、そして横浜市長選挙が 2017 年 8 月 29 日に予定されて
いる。参議院議員通常選挙と重なる時期もあるが、2016 年 7 月に予定される参議院議員通常
選挙を挟んで、2015 年 4 月の県知事・県議会議員・市議会議員選挙、そして 2017 年の横浜市
長選挙が活用可能である。神奈川県知事の予定が 4 月 22 日、神奈川県議会議員と横浜市議会






成 23 年 2 月 11 頁 
（2）同上 30 頁 
（3）「政治・経済」では、これにまとめたものを各自で発表することが加わる。同 13-14 頁 
（4）「現代社会」の単元計画は、同 11 頁参照。 
（5）神奈川県立深沢高等学校シチズンシップ教育推進委員会「シチズンシップ教育実践研究（平成 21
年度報告）」5 頁及び 18-26 頁参照。 
（6）同上 5 頁 
（7）神奈川県立総合教育センター「＜高等学校＞かながわシチズンシップ教育ガイドブック（平成 23
年度研究）」平成 24 年 3 月 89 頁 





（11）同上 10-14 頁 
（12）同上 13 頁 
（13）同 31 頁 
（14）前掲注(7)89 頁 
（15）前掲注(1)14 頁及び 16 頁 
（16）同上 30-31 頁 














担ってきた。2005 年 6 月に神奈川県知事部局によって「若年層の政治参加の促進に関する研
究会」が設置され、同年 12 月に「若年層の政治参加の促進に関する提言」が出され、ここで
模擬投票を含めたシチズンシップ教育の必要性が強調される。県教委はこれを受け、2006 年
12 月に「シチズンシップ教育に関する研究会」を設置する。この研究会は 4 つの県立高校で構
成されたが、深沢高校はその 1 校として加わった（1）。 
また深沢高校は、2007 年年度から 2009 年度までの 3 年間、「学力向上推進及び特色ある県
立高校づくり推進事業」の一である「先進的教育活動」の中の「シチズンシップ教育の研究」




研究校 4 校の 1 校として 3 年間、シチズンシップ教育のカリキュラム開発に取り組んだ（2）。 









活性化を、そして 2009 年度には模擬裁判、高校生法律講座、租税教室などを行った。 
 
（2）「課題解決プログラム」の開発とその根拠 





























主体的に社会参加する人材育成という時代の要請も理由として挙げる。2006 年 12 月に改正
された教育基本法が第 2 条（教育の目標）第 3 号において「公共の精神に基づき、主体的に社
会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと」を求めていること、新学習指導要領































◇深沢高等学校の政治参加意識を高めるための「課題解決プログラム」の単元計画（全 7 時間） 
＊事前意識調査…政治や地域社会への関心度調査 
・第 1 時…………基礎的・基本的知識の習得（地方自治の仕組み、役割） 
・第 2 時…………基礎的・基本的知識の習得（条例の制定、議会の解散、首長・議員の解職請求権） 
＊中間意識調査…知識習得後の意識の変化調査 
・第 3 時…… 
……グループごとの学校周辺の課題調査（2 時間連続） 
・第 4 時…… 
・第 5 時…………発見した課題の整理、発表資料の作成 
・第 6 時…………発見した課題の整理、発表資料の作成 



























































































（1）その他の 3 校は模原高校、横浜平沼高校、相模原総合高校である。神奈川県立総合教育センタ 「ー＜
高等学校＞かながわシチズンシップ教育ガイドブック」平成 24 年 3 月 84 頁参照。 




究（平成 24 年度報告書）」2 頁 
（5）同上 4 頁 
（6）同上 5 頁 
（7）前掲注(3)30 頁 
（8）普川芳昭「高等学校におけるシチズンシップ教育の実践－身近な地域社会での課題解決に向けた取
組みを通して－」神奈川県立総合教育センター長期教育研究員研究報告 9 号 2011 年 61 頁 
（9）同上 62 頁 
（10）この単元計画は、前掲注(1)ｐ5-6 及び普川・前掲注(8) 61－66 頁を参照し筆者が作成したもので
ある。 
（11）前掲注(4)「平成 24 年度報告書」2 頁 
（12）同上 5 頁 
（13）同 6 頁 




年 4 月 22 日、神奈川県議会議員選挙と藤沢市議会議員選挙 2015 年 4 月、そして藤沢市長選挙が 2016
年 2 月に予定されている。参議院議員通常選挙と重なる時期もあるが、2016 年 7 月に予定される参議
院議員通常選挙を挟んで、2015 年の県知事・県議会議員・市議会議員選挙、そして 2016 年の市長選
挙が活用可能である。神奈川県知事選挙は 4 月 22 日、神奈川県議会議員と藤沢市議会議員選挙は 4
月 29 日の予定である。新年度間もない時期となり困難を伴うが、藤沢浜市長選挙の予定は 2 月半ば
であり模擬投票を十分実施できると考える。なお、東京都知事選挙に合わせた模擬投票として、東京
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 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
参院 
（7 月） 
◎   ◎   ◎   ◎   ◎ 
知事・議会 
（4 月） 
●    ●    ●    ● 
市議会議員 
（4 月） 
○    ○    ○    ○ 
市長 
（2 月） 











（1）参加の 3 側面 
まず参加論について見ておこう。参加は、その対象領域から、社会参加活動、政治参加、行














































































































川崎市は、2000 年 12 月に「川崎市子どもの権利に関する条例」を制定し、翌年 4 月 1 日に
施行した（17）。1989 年に国連で採択され、1994 年に我が国も批准した「子どもの権利条約」（児




でも画期的なものとして話題になった（18）。1998 年 9 月、当時の高橋清川崎市長が「川崎市子
どもの権利条例検討委員会」を設置し、子どもの権利条例案の策定を諮問する。同委員会は、
ワーキンググループとして「子どもの権利調査研究委員会」を設置し、そのメンバーとして市











関する条例」（2006 年 10 月 1 日施行）である。 






願権を規定し、請願法がこれを具体化し、また 2005 年に制定された静岡市自治基本条例第 2
条（定義）の 1 項 1 号において「市民」について「市内に居住し、通学し、・・・」と規定し、













票条例を制定したが、2001 年 9 月 1 日に改正し、住民投票の有資格者として「年齢満 18 年以
上の日本国籍を有する者で、引き続き 3 月以上高浜市に住所を有する者」（第 8 条 1 項 1 号）








で学んでいる 18 歳以上であれば、まちづくりに参加する権利を保障するとしている。 
神奈川県大和市は、住民投票条例を制定し、大和市に住所を有することを条件に「年齢満 16













ため、投票できる有資格者を 15 歳以上の住民とした（24）。 





















































































































（1）青森県総合社会教育センターホームページ www.alis.pref.aomori.lg.jp 参照 
（2）蒲島郁夫『政治参加』東京大学出版会 1988 年ｐ3 頁 
（3）同上 6-11 頁 
（4）大杉覚「住民と自治体―自治体経営への住民参加」財団法人自治体国際文化協会『分野別自治制度
及びその運用に関する説明資料 No.1』2007 年 14-15 頁 
（5）高橋秀行・佐藤徹編著『新設市民参加〔改訂版〕』公人社 2013 年 67-68 頁 
（6）2000 年 4 月のいわゆる地方分権一括法の施行によって機関委任事務制度が廃止され、自己の責任
において自治体行政を運営することを求められるようになった。佐藤・高橋・同上 6 頁 
（7）同上 8-9 頁 
（8）同 8 頁 
（9）大杉・前掲注(4)2 頁 
（10）同上 8 頁 
（11）佐藤・高橋・前掲注(5)13 頁 
（12）同上 17 頁 
（13）同 18 頁 
（14）神奈川県立深沢高等学校シチズンシップ教育推進員会「シチズンシップ教育実践研究（平成 21
年度報告）」、7-9 頁参照。 
（15）同上 2 頁及び 9-10 頁参照。 
（16）前掲注(4)5-6 頁。 
（17）朝日新聞 2001 年 4 月 28 日付 
（18）喜多研究室「川崎市子どもの権利条例制定過程の研究―教育参加及び子ども参加の視点を中心に―」
2000 年 107 頁 
― 54 ― 
（19）同上 103 頁 
（20）読売新聞 2006 年 7 月 12 日付 
（21）大杉・前掲注(4)5-6 頁 
（22）毎日新聞 2002 年 12 月 19 日付 
（23）琉球新報 2003 年 3 月 11 日付 
（24）佐賀新聞 2003 年 4 月 8 日付 
（25）大杉・前掲注(4)19 頁 
（26）佐藤・高橋・前掲注(5)9-12 頁 
























































































（1）総務省「常時啓発事業のあり方等研究会（最終報告書）」平成 23 年 12 月 2-3 頁 
（2）蒲島郁夫『政治参加』東京大学出版会 1986 年 5 頁 
（3）高橋秀行・佐藤徹編著『新説市民参加〔改訂版〕』2013 年 11 頁 
（4）ドイツの政治教育を詳しく解説したものとして、近藤孝弘『ドイツの政治教育―成熟した市民社会
への課題』岩波書店 2005 年 
（5）前掲注(1)2-3 頁及び 6 頁 
（6）同上 4 頁 
（7）同 9 頁 
 
※本稿は、2011（平成 23）年度専修大学長期国内研究員としての研究成果の一部である。 
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